
９月１日（日）はＰＴＡ資源回収・愛校作業です。御協力をお願いします。 
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 7月 13日（土），金融広報アドバイザーの徳納千鶴先生を講師に， 
「めざせ！賢い消費者～夢の実現のために今できること～」と題した金 
融教室を開催しました。お金の基礎知識から，契約やキャッシュレス決 
済，クレジットカードの仕組みまで，幅広く学びを深めました。特に，買い 
物をする際にはニーズとウォンツを意識し，ライフプランに基づいてお金 
の使い方を見直すことの大切さを学びました。今回の講話で得た知識 
を活かしより賢くお金と向き合っていきたいと思います。 

「命の重さ」 ～早田ひな選手の言葉が投げかけるもの～ 
                                                                 校長    髙田 百香里 

  

長い夏休みも，早いものであと１０日余りとなりました。８月は６日の広島，９日の長崎 

と原爆で亡くなった方々の慰霊式や１５日の終戦の日の戦没者慰霊式など，戦争や平 

和について，また命の重さについて改めて考える機会の多い月です。夏休み期間の２ 

回の出校日でも，生徒たちにはこの話を必ずするようにしています。 

先日，パリオリンピックで活躍した卓球の早田ひな選手が，日本へ帰ってきてすぐのインタビューで「オリ

ンピックを終えて，今やりたいことは？」と聞かれ，このように答えていました。「鹿児島の特攻資料館に行き

たい。生きていること，卓球ができることが当たり前でないことを感じたい。」 

終戦の日の８月１５日，知覧の特攻平和会館入口は観光客らの列ができた，と１８日の南日本新聞に掲

載されていました。特攻を巡っては隊員を題材にした小説「あの花が咲く丘で，君とまた出会えたら」が交

流サイト（SNS）などで話題となり，映画化され，たくさんの若い人たちが関心をもつきっかけとなったようで

す。また，この早田選手の言葉で，特攻や平和について関心をもつ人が増えて，このように太平洋戦争で命

を落とした特攻隊員の遺書や手紙，遺品などを展示している知覧，鹿屋，南さつま市の万世などの施設に

来場者が増えているということです。しかも高校生や大学生などの若者が多く訪れているとのこと。 

この早田選手の言葉には，感銘を受けました。しかし，この言葉に対して様々なご意見があり，批判もある

ようです。私の考えるところ，早田選手の真意としては「何事も，当たり前ということはない。先人を敬い感謝

することと，今のこの平和について，これも『当たり前』ではないんだということ，そのありがたさを改めて考

えよう。」という，「平和を願う強い思い」ではないかと思うのです。 

あと１０日程で２学期が始まります。生徒たちには「命」の重み，大切さについて改めて考えよう，と伝えま

した。しかし，夏の水難事故や感染症など心配は絶えません。また，この時期，「宿題が終わらない」とか，他

にも，ちょっとしたことから不安を募らせたり，一人で悩みを抱え込んだりする場合もあるかと思います。ご家

庭ではそのような時におうちの方々に温かな聞き役になっていただければと思います。ご心配なことがあれ

ば学校にもご相談ください。一番大事なのはお子様の「命」です。 

夏休み明け，また元気なはじける笑顔で，生徒全員に会えることを願っています。 

 
 
１学期末の学校評価への御協力ありがとうございました。以下のような結果となりました。 
学校生活や学校行事等への参加など，ほとんどの項目で三者共３．０以上の結果となりました。生徒，保護者
の評価では，家庭学習への取組は評価が低い結果でした。この結果をもとに，さらに改善を進めていきます。 
これらの意見を参考にして，改善を図り，よりよい教育活動に努めていきたいと思います。 

 項目 生徒 保護者 職員 

１ 学校に行くのが楽しいと感じている。 3.5  3.3  3.2  

２ 学校・家庭・地域で，場に応じたあいさつをしている。 3.6  3.5  2.9  

３ 時間（１分前着席，給食準備開始など）を意識して守っている。 3.2  3.3  3.6  

４ 学校には安心して過ごせる場所がある。 3.6  3.4  3.5  

５ 授業や学校行事に積極的に取り組んでいる。 3.2  3.4  3.5  

６ 学校には，悩みや心配を相談できる先生がいる。 3.4  3.4  3.4  

７ 授業の内容を理解できている。 3.3  2.9  2.9  

８ 学校は，タブレットを活用した授業に取り組んでいる。 3.8  3.9  3.5  

９ 予習や復習などの家庭学習（９０分を目安）に取り組んでいる。 2.9  2.7  3.2  

10 基本的な生活習慣（早寝･早起き･朝ご飯）が身に付いている。 3.2  3.2  3.4  

11 健康診断後に進んで治療を受けるなど，自分で自分の健康管理をしている。 3.1  3.2  3.4  

12 粘り強く努力することや努力を続けることは大切だと思う。 3.4  3.2  3.2  

13 保護者とインターネット利用ルールをつくり，守ろうと努力している。 3.3  3.2  2.8  

14 保護者と進路について話し，将来について考えている。 2.8  3.1  3.5  

４ 当てはまる，３ やや当てはまる， ２ あまり当てはまらない，１ 当てはまらない                      平均 3.3  3.3  3.3   

 

１学期学校評価より！！ 

 ９月の主な行事予定 ※１日から実力テストです。計画的に学習を！！ 

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

１ 日 ＰＴＡ資源回収・愛校作業 13 金 運動会会場設営・準備（～14日） 

２ 月 始業式 １４ 土 土曜授業（アウトプット・ラーニング） 

３ 火 実力テスト～4日 1５ 日 羽島小・中合同運動会 

６ 金 小中合同練習，ＰＴＡ役員会 １７ 火 運動会振替休日 

10 火 運動会予行練習 25 水 保育実習（3年生） 

13 金 移動図書館巡回日 27 金 英語検定 

 

消費者教育～めざせ！賢い消費者～ 

７月のアウトプット・ラー
ニングの様子です。タ
ブレットを使って表現力
の向上を目指します。 

羽 島 中 学 校 だ よ り      

いちき串木野市立羽島中学校 

令 和 ６ 年 ８ 月 発 行  

 

 

 7月17日（水），社会教育課主催のフェンシング体験教室が行われました。北京五輪日本代表の西田祥吾
さん，鹿児島南高校出身の齊脇拓海さんを講師に迎え，競技のルールや魅力について詳しく教えていただきま
した。西田さんと齊脇さんのデモンストレーションでは，そのスピード感あふれる見事な剣さばきに参加者からは
感嘆の声が漏れました。各学年の代表生徒 3 名が実際に防具を着用し，フェンシングに挑戦しました。大変貴
重な体験となりました。生徒の感想を一部紹介します。 

フェンシング体験教室 

・フェンシングを生で見たことがなかったので見ら
れて良かった。オリンピックも見てみようと思った。 
・フェンシングは，思った以上に奥が深いスポーツ
だと感じた。そして，とても面白いスポーツでもあ
ると感じた。 
・初めて自分がスポーツで楽しいというものに出
会えた。また来て，教室を開いてほしい。 
 

 


